


 呼吸量と貝肉乾重量の関係式と同様に，水温 25℃での

呼吸量を１とした場合に水温 T（℃）での呼吸量がどの

程度なのかを示す呼吸量の水温補正係数 rt(T)を求める式

についても改良を行った。25℃での貝の大きさと呼吸量

との関係が他の水温においても成り立つと仮定し，各個

体の大きさによる呼吸量への影響を除くため，関係式（1）

を用いて呼吸量測定値を 3年貝相当（貝肉乾重量 3g）の

呼吸量に換算した。得られた 3年貝相当に換算した各水

温帯での呼吸量を図 2に示す。この値を元に，水温補正

係数 rt(T)を求める式（2）を作成し，貝肉乾重量WD（g）

のアコヤガイの水温 T（℃）での呼吸量を求める式（3）

を構築した。 

rt(T)= -0.00007636T3 +0.007491T2 -0.1434T + 1.096 

 （R2 = 0.570  13≦T≦30）    （2） 

Re(T,WD) =21.04 WD0 6007×rt(T)    （3） 
 

 今後式（3）を用いてアコヤガイ成長モデルを構築する

とともにモデルの再現性を確認していく。 
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